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１．業務概要
在庫管理の対象になる機用品の搬入数、搬出数、及び在庫数を、航空会社別、機用品品名コード別に編集して出力する。

２．提供概要
（１）周期　　：月次（毎月１日）
（２）出力先　：機用品業
（３）出力単位：利用者単位
（４）出力形態：配信

３．作成処理
（１）収集処理
　　　　機用品在庫ＤＢ等より、前日に行われた以下のいずれかに合致するデータを収集する。
　（Ａ）機用品在庫管理情報登録
　　　　　搬入数は当業務により収集する。
　（Ｂ）機用品関連情報登録
　　　　　搬入数は当業務により収集する。
　（Ｃ）機用品搬出確認登録
　　　　　搬出数、残数は当業務により収集する。
　（Ｄ）機用品戻し入れ情報登録
　　　　　搬出数、残数は当業務により収集する。
（２）計上条件
（Ａ）搬入数
①日次処理時点のマスタ更新において演算結果がマイナスになった場合、０値に置き変える。
②「機用品関連情報登録（ＣＲＳ）」業務による個別部の追加は搬入数に加算する。
③ＣＲＳ業務による削除は搬入数より減算する。
（Ｂ）搬出数
①日次処理時点のマスタ更新において演算結果がマイナスになった場合、０値に置き変える。
②戻し入れが発生した場合は、戻し入れの数分搬出数から減算する。
（Ｃ）残数
①月末時点の機用品在庫ＤＢより現在個数を出力する。
②「前月繰り越し　＋　搬入数　－　搬出数」が残数になること。
ただし、０時～ＯＲＳＡＶＥの間に在庫数が変わった場合には、必ずしも計算された時点の残数とは一致しない。
③譲渡分のときは、出力しない。
（Ｄ）輸出免税品（ＦＲＥＥ）も出力する。

（３）編集処理
（Ａ）システムに出力要として登録されている利用者の場合のみ出力する。
（Ｂ）ソート条件は以下の順とする。
①受託航空会社コード
②ソートキー
③機用品品名コード
ただし、ＣＲＳ業務によるソートキーの入力がない機用品品名コードと当該項目の入力がある機用品品名コードが混在している場合には、ソートキーの入力がない機用品品名コードを先に出力する。
（Ｃ）データが存在しない場合は、「データ有無識別」に「０」を設定し、その旨を送付する。
（Ｄ）管理資料情報出力イメージは、「ＣＳＶ電文フォーマット」を参照。
（Ｅ）出力項目の詳細は、「出力項目表」を参照。
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